
薬剤名 ミネクトデュオ粒剤 べリマークSC オリゼメート粒剤
IRAC・FRAC 28,4A 28 P02

適用害虫
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類・ｺﾅｶﾞ・ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ

ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ・ﾊｲﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ・ｱｵﾑｼ
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類・ｺﾅｶﾞ・ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ類・ｱｵﾑｼ
ｷｽｼﾞﾉﾐﾊﾑｼ・ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ・ｼﾛｲﾁﾓｼﾞﾖﾄｳ

軟腐病

希釈倍率
使用量

セルトレイ1箱あたり40g
400倍

(セルトレイ1箱あたり0.5L)
6～9kg/10a

使用方法 散布 灌注 全面土壌混和

使用時期 は種覆土後～育苗期後半 育苗期後半～定植当日 は種時又は定植時

使用回数 1回 1回 1回

ハクサイ
※農薬の使用はラベルの記載に従ってください。

イノチオ防除チラシ

2026年8月号

ミネクトデュオ粒剤を使用した場合、下記の薬剤は苗場での使用ができません!!

ベリマークSC・ベネビアOD・アクタラ粒剤5・ジュリボフロアブル・プリロッソ粒剤オメガ・アベイル粒剤・アクタラ顆粒水溶剤

育苗期～定植時おすすめ防除

対象病害虫によって希釈倍率が異なる場合があります。ラベルの確認をしてから使用してください。

①耕耘を丁寧に行う
 →固まっている土の内部は消毒されません！
②被覆を必ず行う
 →被覆を行わないと薬剤が抜けやすくなり、

表層しか消毒できません！

黄化病・根くびれ病・根こぶ病・尻腐病

ネコブセンチュウ・一年生雑草

前作に病気や雑草でお困りの方は土壌消毒が有効です！

効果を上げるポイント!

20～30kg/10a は種又は定植21日前まで / 1回

所定量を均一に散布して土壌と混和する

除草剤を使用する場合は、薬害が発生する可能性があるのでラベルを確認してから使用してください。

RAC 薬剤名 注意事項 希釈倍数 使用時期 回数

15 ラッソー乳剤 砂質土壌 150ml／10a は種直後 1回

3 トレファノサイド乳剤 露地栽培(無マルチで使用)
※ﾂﾕｸｻ科､ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科､ｷｸ科､ｱﾌﾞﾗﾅ科を除く

200～300ml／10a
直播：は種直後

1回移植：定植前(植穴堀前)

移植畦間処理：定植直後

3 トレファノサイド粒剤2.5 露地栽培(無マルチで使用)
※ﾂﾕｸｻ科､ｶﾔﾂﾘｸﾞｻ科､ｷｸ科､ｱﾌﾞﾗﾅ科を除く

3～5kg／10a 直播：は種直後
1回

4～6kg／10a 移植：定植前

3 クレマート乳剤 定植後に激しい降雨 200ml／10a 定植前(雑草発生前) 1回

3 ゴーゴーサン乳剤 セル成型苗 200～300ml／10a 定植前(雑草発生前) 1回

3 ゴーゴーサン細粒剤 セル成型苗 4～6kg／10a 定植前(雑草発生前) 1回

除草剤一覧


